
 

当院で放射線治療を受けられた患者様へ 

当院は、放射線治療症例全国登録（Japanese Radiation Oncology Database：JROD）に協力しておりま

す。この調査は放射線治療を受けられた患者様の診断、治療過程（外科手術、化学療法含む）とその結果ととも

に、施設の設備情報、放射線治療に関わる人員情報を全国規模で詳細に調査するものです。 

この研究により、臨床治療面での全国的ながん診療評価、医療スタッフの業務負荷検証を行い、がん診療の改善

点を明らかにして診療の質を向上させます。患者様により良い医療の提供を可能にします。さらに患者様と同じ病

態について、現時点の全国レベル、地域レベルでの治療成績も提供できます。 

この研究は、文部科学省・厚生労働省の「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」により、対象となる患

者さんのお一人ずつに直接説明を行った上で同意をいただく代わりに、研究内容の情報を公開することが必要とさ

れております。 

この研究に関するお問い合わせなどがありましたら、以下の「問い合わせ先：窓口」へご照会ください。 

[研究課題名]  全国放射線治療症例に基づく放射線治療の実態調査および質評価 

（実施期間：2015年8月1日～2028年3月31日） 

[研究代表機関]  浜松医科大学 

[研究責任者]  中村 和正  放射線腫瘍学講座 教授 

[協力/共同研究機関] 公益社団法人 日本放射線腫瘍学会 

浜松医科大学放射線腫瘍学講座 中村和正 （日本放射線腫瘍学会 データベース委員会） 

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 量子生命・医学部門 QST 病院 大場久照 

国立大学法人大阪大学大学院医学系研究科 生体物理工学講座 沼崎穂高  

●既存試料・情報の提供のみ行う機関 全国放射線治療施設 約 800 機関

https://www.rtmapsyu.com/ https://www.jastro.or.jp/medicalpersonnel/data_center/ 

「これら外部機関に個人を識別できる情報が提供されることはありません」 

[研究の目的]本研究は、日本全国の放射線治療の基本的な構造および症例情報を収集・集計・分析し、その結果

を医療施設に還元することで治療成績や効果の改善をはかり医療の質の向上に役立てると共に、広く

国民に対し放射線治療方法の動向や現状などの情報を正確に開示することを目的とします。  

[研究の方法・データの利用方法]   

●対象となる方々 2014年1月1日 ～ 2027年12月31日の期間中に放射線治療を受けた患者様 

●利用する情報及び利用方法 

  患者基本情報（匿名化）、病歴、所見、病期、治療情報、治療結果、予後情報、施設構造情報 

  ・上記対象データを専用端末に収集し、匿名化（特定の個人を識別することができない）処理後、 

セキュリティ対策をした環境で研究代表機関及び国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構と共有させて

いただきます。 

[個人情報の取り扱い] 

 収集する症例情報は、患者様個人を識別することができないように匿名化して扱います。また調査の過程で患者

様を特定することもありません。（国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構個人情報保護規程に従い、資料の

保管管理及び利用等に関する措置を行います。）この研究にご自分のデータを使ってほしくない方（又は代理人の

方）は、202８年3月31日までに下記窓口にお申し出くださるようお願い致します。ご自分のデータの使用をお断

りになっても、治療に不利益を受けることはありません。 

 

[問い合わせ先：代表機関窓口] 

浜松医科大学  

放射線腫瘍学講座 

研究責任者：中村 和正 

〒431-3192 静岡県浜松市東区半田山１－２０－１ 

 053-435-2111(代表)（平日9:00～17:00） 

[当院の窓口] 

機関名 滋賀医科大学附属病院 放射線科 

研究担当者 津川 拓也 

〒520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町  

 077-548-2288（平日９:００～１７:００） 


